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令和５年度 横浜市立 川和東小学校 

学校説明会 
令和５年５月２７日(土) ９：００～９：３０ 

横浜市立川和東小学校 多目的ホール 

● 内容

○令和５年度学校職員

○令和５年度中期学校経営方針に基づく学校経営

○令和５年度の学校経営のポイント

○質疑・その他

学校教 育目標  

創造する子「Create～自分・仲間・学校・まち・夢を創る」 
○自分 で考え、判断し、責任を 持って行 動する子を 育てます 。（知 ）

○友達 と協力し、みんなのこと を大切に する子を育 てます。 （徳）

○心 身 を鍛 え、 よ り よ い 生 活 習 慣を 身 に 付 け 、 自他 の生 命 を 尊重 す る子 を 育 てま

す。（ 体）  

○まち の人や事柄とのふれあい を大切に し、まちと共 に生きる子を育て ます。（公） 

○社 会 の変 化に 柔 軟 に 対 応 し 、 自己 肯 定 感 を も ち、 夢や モ チ ベー シ ョン を 持 ち続

ける子 を育てます。（開）  

学校説明会アンケートにご協力ください 
↓学 校説明会 のアン ケート のフォ ームの QR コ ー

ドです 。よろしければぜひ、ご 協力くだ さい。 

回 答 画 面 で 「 ロ グ

イ ン 」 す る 必 要 は

あ り ま せ ん 。 そ の

ま ま 入 力 回 答 可 能

です。6 月３ 日(土 )

が 回 答 〆 切 と な っ

ております 。  
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令和５ 年度 川和東小学校 学年・学級担任等 一覧

校 長  髙 畠  聡  

副 校 長  藤本 尚子 

学 年 ・組  １組  ２組  ３組  ４組  ５組  

○学 年 主 任

１学 年  〇和 泉  礼 子  白 井  渚  山 内  雅 樹  菊 地  佳 奈  

２学 年  長 江  愛 子  須 藤  恵  笹 川  明 穂  〇筑 後  奈 穂  

３学 年  沢 田  倫 徳  松 元  すみれ 飯 田  早 紀  ○小 林  朗 子

４学 年  吉 田  利 奈  納 田  桃 花  ○宗 木  俊 泰 今 成  晴 香  

５学 年  宇 賀 神  翔  桑 原  達 也  ○飯 島  里 香 唐 戸  真 由 美  飯 領 田  真 理  

６学 年  櫻 井  麻 衣  岩 口  未 都 葵  佐 山  美 月  ○落 合  聡 坂 本  実  

個 別 支 援 学

級  

○鈴 木  俊 介 種 山  浩 輝  萩 原  波  松 田  知 愛  堀 谷  陽 子  

田 口  賢 治  市 川  恭 子  坂 間  千 惠 子  鈴 木  栄 子  

教 務 主 任  沢 田  倫 徳  
児 童 支 援 専

任  
渡 辺  聡  

音 楽 担 当  駒 形  愛  佐 藤  まどか 家 庭 科 担 当  宮 本  千 春  

養 護 教 諭  𠮷澤  久 美 子  菅 谷  ひかり 算 数 少 人 数  下 地  美 恵 子  

栄 養 職 員  山 田  彩 未  
外 国 語 科 担

当  
平 山  由 佳  

職 員 室 ｱｼｽﾀ

ﾝﾄ
黒 澤  基 彦  金 子  志 津 子  

教 務 主 任 補

助  
宮 本  千 春  

理 科 支 援 員  志 村  義 和  国 際 教 室  宮 本  千 春  

国 際 理 解 教

室  
キシワダ マリレーネ 学 校 司 書  南  由 江  

AET チャリス パスカル 学 校 ｶｳﾝｾﾗｰ 髙 木  智 恵  

初 任 者 研 修  安 村  緑 子  事 務 職 員  柳 澤  梨 絵  熊 澤  明 代  

ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー

カ ー

内 海  圭 樹  技 術 員  木 本  有 ・ 佐 藤  紀 之  
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令和５ 年度 川和東小学校 学 校経営方 針  

自分づくり
（キャリア教育）

①学校教育目標にかかわる「自分づくり」の活動を通し、働くことの意味を理解し、企業と協働した参画活動に取り組む。②学校
ボランティアの方や地域で学校のために活動をしてくれている人との交流をすすめ、生き方を学ぶ。特に、「おやじの会」とタイアッ
プし、職業講座を年間に何回か企画・実践できるように協力する。➂キャリアパスポートを有効に活用できるようにする。

担当 地域連携委員会・特活部

異学年交流
（くすのきタイム）

①様々な特性をもつ児童が誰とでも優しくかかわれるように、意図的・計画的に縦割り活動（１・６，２・４，３・５年によるきょうだい
学年）を実施し、相手を思いやりながら行動できるよう育成する。②活動それぞれのねらいを明確にし、児童が目標をもって取り
組めるようにする。

担当 異学年交流委員会

特別支援教育
①特別支援教育コーディネーターを活用した児童支援・指導体制を作る。②特別支援教育校内委員会・子ども支援委員会・人権
教育委員会での取組を通して、すべての学級で、「誰もが」「安心して」「豊かに」学校生活を送れるようにする。➂在籍児童数が
23→35人となる個別支援学級とのかかわりを全職員が意識する。

担当 子ども支援・特支教校内委員会

人材育成・
組織運営(働き方)

①研究・研修・会議等を通じて「学校組織の究極目標は人材育成」であることを意識して自分の役割を自覚した働き方を行う。②
学年副主任制で、学年経営を意識したミドルリーダーの育成を行う。③あらゆる会議・話し合いで、「職場の環境」「職員の健康」
に視点を置いて効率的・効果的に活動できるようにし、総合的には教務会・衛生委員会で改善に取り組む。

担当 教務・衛生委員会

いじめへの対応
①「ゆうゆうアンケート」の定期的な実施を通し、児童の困り感へ寄り添い、いじめのない学校にする。②「ゆうゆうアンケート」の結
果を全教職員で共有し、「いじめ防止対策委員会」を中心として研修等で具体的に対応する。

担当 いじめ防止対策委員会

児童指導
①学校生活スタンダードを全教職員が共有し、どの児童に対してもどの教職員が同じかかわりで支援ができるようにする。②一人
の児童へのかかわりを複数の教職員でかかわり、それぞれの視点で、その児童のよい部分を共有する取り組み行う。➂愛情を
もった指導を基本に、保護者対応でも親心に寄り添い、初動を迅速に行うとともに、学校への協力を取り付けることを大切にす
る。担当 子ども支援委員会

公
開

地域連携
①学校運営協議会・地域コーディネーターを中心として、地域の人材を活用したり、学校運営改善についてのご意見をいただく。②地域で
開催される行事や、地域防災拠点訓練に、教員が参加するとともに、児童の参加を促す。③教育活動を中心として地域コーディネーターの
活用を発展させる。特に、令和4年度に新しく委嘱する地域コーディネーターとの関係づくりを意識した活動を行う。④創立30周年の記念年
であることを活用し、さまざまな行事や取り組みとタイアップさせながら地域を軸とした効果的な教育活動を展開していく。担当 地域連携委員会・教務

担当 子ども支援・地域・異学年交流委員会

体 健やかな体
①体育の授業に、体力つくりを意識した内容を継続的に取り入れる。②食育をテーマとした学習を児童と保護者で実施する。➂
体力テストの結果から、子どもたちの運動への親しみを回復させるため、年間にわたり学校全体で取り組む運動を取り入れる。

担当 学校保健健康環境委員会

担当 重点研推進・GIGA推進委員会

徳 豊かな心
①特別の教科道徳の授業を充実させ、児童一人ひとりが自分の生活や生き方にあてはめながらよりよい生き方ができるように考
えさせる。②地域の方やボランティアの方々との交流や、たてわり活動での異学年交流などを通じ、豊かな心の育成や感謝の気
持ちを伝えられるように支援する。

中
期
取
組
目
標

◇一人の児童を徹底して大切にし、多様性を生かしたかかわりで、まちとともに歩む学校にします。
・（学力向上・特別支援）児童一人ひとりの特性を見取り、個に応じた学習方法の工夫や指導方法を改善し、問題解決的な学びを通して学力が向上する学校にします。
・（児童指導）安心・安全を第一に、児童一人ひとりと向き合い、寄り添いながら全教職員で一人の児童を育て、いじめを許さない学校風土づくりを進めます。
・（職員協働）教職員としての自覚をもち、相互に信頼し、専門性を高めるために切磋琢磨しながら成長し合い、「チーム川和東」を実感する学校にします。　
・（特色１）大規模校の特色を生かし、ダイナミックな教育活動を通じて社会性を育めるようにします。
・（特色２）まちの人や事柄とのふれあいを大切にし、まちとのつながりを大切にする子が育つ学校にします。
◇次のキーワードを大切にしながら、子どもの資質・能力を高めていく学校にします。
・「いつも通りに」「当たり前を大切に、」問題解決的な学習、カリキュラムマネジメント、主体性、特別支援教育、ユニバーサルデザイン、インクルーシブ教育、ユニバーサルデザイン、自主
的授業公開、教科分担制、少人数指導、GIGAスクール

重点取組分野 具体的取組

知 確かな学力
①学力・学習状況調査の結果を分析し、課題を教員で共有し、授業改善で学力向上に取り組むとともに、資質能力の育成をめざした問題
解決的な学びを通して、児童一人ひとりに応じた学習指導を行う。②児童が安心して学習に取り組めるようにユニバーサルデザインを意識
した学習指導及び、教科担任制の授業の方法を工夫するとともに、学年で協力し、授業力を高める③GIGAスクール構想にともなう授業を
積極的に取り入れ、通常の授業場面で、これまでの取組を生かしながら、よりいっそう、効果的な指導・評価の改善に務める。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

川和中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

《自分づくりに関する力～問題解決的な学習過程を通して》

【各学年で重点的に育てたい資質・能力】
(低)主体性・積極性、人と関わろうとする力
(中)問題発見・解決能力、思いや考えを伝える力、意思決
定をする力
(高)多様性を尊重する力、様々な情報を活用・選択する力、
伝えあうことで自分の考えを深化する力

川和中学校
川和小学校
川和東小学校

人々と考えや思いを共有するコミュニケーション能力

①各教科等の学習の充実　②人権教育　③様々な教育の場の連携
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児童生徒数： 862 人 主な関係校： 川和中学校　川和小学校

藤本尚子 2 学期制 一般学級： 26 個別支援学級：

）

学
校
教
育
目
標

創造する子　「Create～自分・仲間・学校・まち・夢を創る」
◇自分で考え、判断し、責任を持って行動する子を育てます。　（知）
◇友達を協力し、みんなのことを大切に子を育てます。　（徳）
◇心身を鍛え、よりよい生活習慣を身に付け、自他の生命を尊重する子を育てます。　（体）
◇まちの人や事柄とのふれあいを大切にし、まちと共に生きる子を育てます。　（公）
◇社会の変化に柔軟に対応し、自己肯定感をもち、夢やモチベーションを持ち続ける子を育てます。　（開）

学校
概要

創立 30 周年 学校長 髙畠聡 副校長

年度版 中期学校経営方針 （ 令和 5 年度修正横浜市立 川和東小学校 令和 4 - 6
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令和５年度に向けて～学校経営のポイント

継続

追 加 １ 心 身の 健康・ 安 全指 導 の充 実と

～感染防止への取組の継 続と、

～「 あいさつ 」 「感謝」「 思いやり 」  

～事 故や怪我 を なくす生活 、時間を 守 る行動。  

追 加 ２ 日 常の 授業の 充 実。  

～学校教育 目標「創 造 する子Create」のも と「問題を 解決して い く資質・能 力」を

伸ばす。  

～「メリハリある指導（限られた時 間を効果的・効率 的に 活用できる 工夫から 、子ど

もの集中力 を引き出 し 、「協働の 学び」・ 「 個別の学び 」を両立 す る指導）」 と「

持続可能な学校（全職員の業務 の適正化・ 精選を目指 して組織 体 制を充実さ せ、チ

ーム力を生 かす学校 ） 」を両輪に した教育 課 程の編成。  

～iPad活用 を軸にし たICT教育のいっ そう の充実。  

～児 童が自分 の よさを理解 し、自尊 心 を高められ るような 活 動づくり。  

～ 地 域の材や人 と関わっ た 単元づくり 。  

～

追 加 ３ 読 書活 動の充 実 。 ～本を手に取る機会を増 やし、

追 加 １ 危 機管 理能力 の 向上  

～有事の際（自然災害・ 等）の対 応 。  

追 加 ２ 学 校を よりご 理 解い た だく ための 情 報発 信 の工 夫と充 実  

～「重点研究（本校の授業 研究）」の 、いっそうの 見える化 （学校 HP、学 校公開な ど

）。  

～

～迅 速、的確 な 判断や対応 。  

継 続 ３ 子 ども や保護 者 の皆 様 によ り目線 を あわ せ た体 制作り 。  

～行事の在り方。  

～学 校公開の 在 り方。  
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・夏休 みの時期を中心に職員・ 児童トイ レのリニュ ーアル工 事を行 います。

・給食室の 床と返却 カウンターのリニ ューアル 工事を行います。夏休み以降 で時期は

未定で す。小学校給食が出 食できない期間ができますので、見通しがつき次第、対

応等に ついて迅速にお知らせし ます。

・これ までの成果をもとに、学 年内の教 科分担制や 、単元分 担制を 継続します 。

・１２ 月９日（土）３０周年記 念式典（仮称）を行います。３０周 年については、令

和５年 度の児童の活動に関連付 けを図り 、子どもたち の記憶に残り、学習にも効果

的に生 かせる取組を展開してい きます。また、これによ り１１月の参観日は行わず、

９月に 午前中の参観を設ける予 定です。

・４月の 家庭訪問 を二者面談とし、二 者面談を ４月→９月→１２月 に行い、個 に応じ

た指導 のさらなる充実をめざし ます。なお、家庭訪問につ いては７ 月に地域訪問と

して行 います。リ モートの 二者面談は 市教委の指導もあり、全体実 施は難しいです

が、懇 談会や説明会はオンライ ンの活用 を検討しま す。

・地域コー ディネー ターをよりいっそ う活用で きるようにし、地域と子ども たちが共

に学ぶ 体制を維持・発展できる ようにし ていきます 。

・ペーパーレス化を推進し ます。学校・学年だ より等は紙なし、その他お知らせはメ

ール配 信のみ、メール＆学校Ｈ Ｐ、紙の みを判断し ていきま す。

・令和 ４年度の宿泊体験学習は 、現在の ところ、以 下のよう に計画 しています 。

…４学年 復活 高尾体験学習 7月9日（日）～10日（月） 
…５学年 変更 三浦（「マホロバマインズ一泊）６月28日（水）～29日（木） 
…６学年 継続 日光（「ホテル花の季」一泊） ７月4日 (火) ～5日（水）

◎全てを通じて大切にしたいこと

・「資質・能力」を養うための指導を積み重ねる；授業研究とリンク

⇒特に「問題解決力」「人間力」「折り合う力」

・学校教育活動に「参画」していただくための地域・保護者の方々

への発信

・皆様との「対話」
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学援隊、ＫＤＣ（おやじの会）、学校ボランティア大募集！！ 
・児童の登 下校を見 守 ってくださ る方を募 集 しています ！  

→ご希望や 情報があ り ましたら、 ぜひ！特 に 富士見が丘 、加賀原 、 川和台方面 のお住  

まいの方、 よろしく お 願いいたし ます！！   942－8130  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＫＤＣ 川和東小 学 校おやじの 会 会員 を 募集してい ます！  

→くわしくはこちら！！kdc.since.2012@gmail.com  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域コー ディネー タ ーは４人体 制です！ ！  

→各種ボラ ンテイア へ の参加募集 を学校か ら 不定期で発 出します ！ ！  

 ぜひ、お 気軽にご 参 加ください ！！（Ｐ Ｔ Ａ活動とは 別の活動 で す）  
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↑学校 HP 

QR コード  
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